戦略的創造研究推進事業　AIPネットワークラボ
「日独仏AI研究」日本側応募申請書

１-１．研究課題名（日本語、研究提案書（英語）課題名の和訳。）
	


１-２．研究課題名（英語、研究提案書（英語）課題名と同じ内容。※e-Radの研究開発課題名に入力）
	


※和英ともに研究課題名は、採択時に公開されます。

２-１．日本側研究代表者
　※ 所属・役職は正式名称であることを確認。
	氏名
	日
	

	
	英
	

	所属機関・部署・役職
	日
	

	
	英
	

	研究代表者の学歴(大学卒業以降)
	









	研究代表者の研究歴・主な受賞歴
(主な職歴と研究内容)
	










	研究代表者の情報
	URL:

	研究費総額
	全研究期間における日本側の研究費総額 (　　　千円)



２-２．日本側主たる共同研究者（JSTと別途委託研究契約を締結する研究機関の代表者）
　※日本側研究参加メンバーのうち、研究代表者以外で、JSTと別途委託研究契約を締結し研究費を受領して研究を進める予定の方については、以下に当該研究者の氏名、所属、役職を記載。研究代表者と異なる機関に所属し、自身の所属機関において、直接委託研究費を受領し、執行する（会計処理を行う）方が該当。該当機関がない場合は空欄。
	氏名
	

	所属機関・
部署・役職
	



２-３．独国側研究代表者
　※ 日本語表記は日本側研究者が作成し必要に応じ相手側研究者へ確認（採択時に公開されます）
	氏名
	カナ
	

	
	英
	

	所属機関・部署・役職
	日
	

	
	英
	



２-４．仏国側研究代表者
　※ 日本語表記は日本側研究者が作成し必要に応じ相手側研究者へ確認（採択時に公開されます）
	氏名
	カナ
	

	
	英
	

	所属機関・部署・役職
	日
	

	
	英
	



３．課題説明文　
　※ 日本語は１文、英語は２文以内で研究の対象と意義をまとめる。
	日本語
	本研究は、・・について・・することで・・を目指すものです。


	英　語
	This collaborative research aims to…




４．研究概要
　※ 相手国側との協力意義も含め、日本語は３５０字以内（句読点含む）、英語は１０００字または１５０単語以内でまとめる。採択時にはWebで公開されるため、一般的に理解しやすい表現にするとともに、非公開情報等に留意のこと。　e-Radの研究目的欄へ転記。
	日本語
	

	英　語
	




５-１．日本側　費目別の研究費計画 (チーム全体)
	

	初年度
2020.4～
2021.3
	2年度
2021.4～
2022.3
	3年度
2022.4～
2023.3
	合計
(千円)

	設備備品費
	
	
	
	

	消耗品費
	
	
	
	

	旅費
	
	
	
	

	人件費・謝金
(研究員の数)
	
(　)
	
(　)
	
(　)
	

	その他
	
	
	
	

	合計(千円)
	
	
	
	



○ 研究費に関する特記事項




５-２．日本側　研究グループ別の研究費計画
	
	初年度
2020.4～
2021.3
	2年度
2021.4～
2022.3
	3年度
2022.4～
2023.3
	合計
(千円)

	研究代表者G
代表者名：
〇〇〇〇
（△△大学）
	
	
	
	

	共同研究G1
代表者名：
〇〇〇〇
（△△大学）
	
	
	
	

	合計(千円)
	
	
	
	



○ 購入予定の主要設備 (1件10,000千円以上、機器名、概算価格)


６．制度での助成等の有無

【注意事項】
・記入内容が事実と異なる場合には、採択されても後日取り消しとなる場合があります。
・本提案課題を必ず１つ目に、次にその他研究課題を本人受給研究費(期間全体)が多い順に
記入してください。
・必要に応じて行を増減してください。

[bookmark: _GoBack]研究代表者：　　　　（　　　　）
	番号
	制度名
	受給
状況
	研究課題名
(代表者氏名)
	研究
期間
	役割
(代表/
分担)
	(1)本人受給研究費
(期間全体)
(2) 〃 (2022年度 予定)
(3) 〃 (2021年度 予定)
(4) 〃 (2020年度 予定)
	2020
年度
ｴﾌｫｰﾄ
(％)

	　-
	日独仏AI研究
	申請
	提案課題名
（〇〇〇〇）
	2020.04
－

	代表
	(1)	千円
(2)	千円
(3)	千円
(4)	千円
	

	(1)
	
	
	
	
－

	
	(1)	千円
(2)	千円
(3)	千円
(4) 	千円
	

	(2)
	
	
	
	
－

	
	(1)	千円
(2)	千円
(3)	千円
(4) 	千円
	

	(3)
	
	
	
	
	
	(1)	千円
(2)	千円
(3)	千円
(4) 	千円
	




主たる共同研究者：　　　　（　　　　）
	番号
	制度名
	受給
状況
	研究課題名
(代表者氏名)
	研究
期間
	役割
(代表/
分担)
	(1)本人受給研究費
(期間全体)
(2) 〃 (2022年度 予定)
(3) 〃 (2021年度 予定)
(4) 〃 (2020年度 予定)
	2020
年度
ｴﾌｫｰﾄ
(％)

	　-
	日独仏AI研究
	申請
	提案課題名
（〇〇〇〇）
	2020.04
－

	分担
	(1)	千円
(2)	千円
(3)	千円
(4)	千円
	

	(1)
	
	
	
	
－

	
	(1)	千円
(2)	千円
(3)	千円
(4) 	千円
	

	(2)
	
	
	
	
－

	
	(1)	千円
(2)	千円
(3)	千円
(4) 	千円
	

	(3)
	
	
	
	
	
	(1)	千円
(2)	千円
(3)	千円
(4) 	千円
	



日本側申請書（和文）


[bookmark: _Hlk506915192]人権の保護および法令等の遵守への対応

　本研究計画については、遵守すべき法令・ガイドライン等を理解の上策定したことを確認します。
また計画の実施にあたっても、法令・ガイドライン等を遵守して実施することを確認します。

	（遵守すべき法令・ガイドライン等の例）
・「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」（平成26年8月26日文部科学大臣決定。その後の改正を含む）
・「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）平成19年2月15日施行/平成26年2月18日改正文部科学大臣決定。その後の改正を含む。）」
・安全保障貿易管理（海外への技術漏洩への対処）について、最先端研究の成果等が大量破壊兵器の開発者やテロリスト集団など、軍事転用等の懸念活動を行うおそれのある者に渡らないよう、外国為替及び外国貿易法（外為法）をはじめ、各府省が定める法令・省令・通達等
・海外における実地の研究活動（生物資源の持ち出しも含む）や海外研究機関との共同研究を行う際には、関連する国の法律等
・ライフサイエンスに関する研究については、生命倫理および安全の確保に関し、各府省が定める法令・省令・倫理指針等



　　　（確認した場合は□にチェックを入れること）
[bookmark: _Hlk510016253]　　　☐以上につき、確認しました。

